
前から行ってみたかった

竹中大工道具館が今回の

目的地でした。

１．行程など

　１３時に新神戸駅前に集合し、事前レクを受けた後、徒歩５分

目的地着。館内１階ののプレゼンスペースのようなところで、館内

の見所などを説明してもらった後は、１５時まで自由見学でした。

２．事前レクの内容

　・この道具館の歴史

　・竹中工務店について

　・竹中家のルーツ

　・この道具館の目的

　・この道具館の展示物の意義

・実施日：2026年７月16日（木）

・参加者：27名

・1３時００分　新神戸駅集合

・1３時００分～館内自由見学

　1５時現地解散



３．自由見学の感想

　地下２階から見ていったが、特にすごいと思ったのは、唐招提寺

金堂の組物の実物大模型でした。細部まで再現されていること、

それ以上にその大きさに圧倒されました。

　また、事前レクでもありましたが、竹中工務店と茶道の関係の

深さを茶室のすごさで実感しました。

　小さいところですが、展示物の説明で、巧みにイラストを使って

いるところも感心しました。

　建物全体が周りとマッチしていること、館内が伝統的な木造物と

モダンなところがマッチしているのも、気持ちよく感じました。

　最後に、全く私的ですが、鋸模様のエコバッグが気にいったので、

購入させてもらいました。

本当に来てよかったと思える博物館でした。
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太陽ではリンゴは

地球の28倍の重さになる！


